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ロシア僅諺語法の研究(3)

栗 原 成 郎

第3章 並立複合文による浬諺表現

第1節 但諺表現における複文の種々相

ロ シ ア 語 の 便 諺 は 、 文 の 構 造 面 か ら 見 れ ば 、 そ の 半 数 近 く が 複 文

(c∬o)KHLIenpe耶o皿eH四)に よ っ て 表 現 され て い る。17世 紀 の ロ シ ア 狸 諺 集

《noBecTHH∬Hnoc皿oBH耶IBceHapo珊e舳Henoa皿 ΦaBmy》(n.CHMoHH校 訂

本)に 収 録 され て い る2786個 の うち1361個 は 複 文 構 造 を もつ(全 体 の 約

49%)。B.n.)KyKoB《CnoBapbpyccxHxnocnoBKuHnoroBOpox》(〕 匠3八.4-e,

HcnpaB皿eHHoeH加Ho朋eHHoe.《PyccK嘘 π3LIK》,MocKBa,1991)に 立 項 され

て い る1385の 但 諺 の うち632(約46%)は 複 文 構 造 を もっ 。

狸 諺 表 現 に お い て 用 い られ る複 文 は 、多 くの場 合 、 二 項 の節 か ら成 り、

〈対 比 〉、〈平行 〉、〈対 照 〉、〈対 立 〉、〈原 因一 結 果 〉、〈条件一 帰 結 〉、〈譲

歩 一 結論 〉な どの 関係 を表 す 。

これ らの 二項 の 関係 を表 す 複 文 構 造 の諺 が 、同 一 の意 味 を変 え る こ とな

く、 統語 的 に変 異 す る場 合 が ときお り見 られ る。

1(a)``Co6axanaeT,BeTepHOCHT."(C378/π761)

(a)"Co6axanaeT,aBeTepxocHT."(C.CnoBapb59)

「犬 は吠 え 、風 は運 び 去 る(つ ま らぬ 中傷 や 誹 諺 をい ちい ち気 にす るな)」
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1の(a)は"接 続 詞 欠 如 複 文"("6eccoK)3Hoec皿o)KHoenpe即o)KeHHe")で

あ り、(b)は"並 立 複 合 文"("c∬o凪HocoqHHeHHoenpe即o)xexHe")で あ る 。

2(a)"nocnemHHIL一 皿VoAexxacMeiuHiub."(>K263)

(b)"IlocneuiHT,八aJII〈)瓜e逝HacMemHT."(π613/C334)

(c)"KTocneulHT‐ 皿K〕VAeHcMeLUHT."(C.C∫loBapL34)

「急 ぐ者 は 笑 い 者 に な る(:"急 が ば 回 れ")」

2の(a)は 接 続 詞 欠 如 複 文 、(b)は 並 立 複 合 文 、(c)は"従 属 複 合 文"

("c∬oH《Hono刑HHeHHoenpe即o)KeHHe")で あ る。

3(a)"Ko皿(aH3AoMy-ML皿xaxacTOn."(Pbr6xxxosa121)

(b)"KomKH-co以BopaaMbr皿lKH-HocTo皿aM."(Al42)

「猫 が 家 に い な け れ ば 、 鼠 が 食 卓 にや っ て来 る」

(c)``KorπaHeTKoTaB乃oMyTOHrpa】K)TMbl】[HHnocTo∫Iy."(Cl72)

「猫 が 家 に い な け れ ば 、 鼠 が 食 卓 に きて 遊 ぶ 」

3の(a)は 接 続 詞 欠 如 複 文 、(b)は 並 立 複 合 文 、(c)は 従 属 複 合 文 で あ る。

ロ シ ア 語 の裡 諺 表 現 にお け る接 続 詞 欠 如 複 文 は 、以 上 の例 か らも推 測 が

つ く よ うに 、二項(あ る い は そ れ 以 上)の 節 を接 続 詞 な しに 並 列 接 続 させ

る こ と(parataxis)に よ っ て 並 立 複 合 文 な い し従 属 複 合 文 と同一 の構 文 的 意

味 を表 現 して い る。接 続 詞 欠 如 複 文 は 、接 続 詞 や 関係 詞(関 係 代 名 詞 、関

係 副 詞)と い う文 法 的 標 識 が 欠 如 して い る に もか か わ らず 、それ らの文 法

的 機能 を文 と して の勢 い(抑 揚)や 節 と節 の あ い だ の 緊 張 関 係 の うち に内

蔵 して い る。1

接 続 詞 欠 如 複 文 は ロ シ ア 語 僅 諺 語 法 の 特 徴 の一 つ に数 え られ る もの で

あ っ て特 別 の考 察 を要 す る が、そ れ に先 立 っ て但 諺 構 文 と して の 並 立複 合

文 お よび従 属 複 合 文 の性 格 を検 討 して お きた い 。
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第2節 接続詞aを もつ並立複合文

「 般 に 、"coqHHHTe皿LHLIecOK)3LI"(等 位 接 続 詞 、並 立 接 続 詞)に よ っ て 二

項(あ る い は そ れ 以 上)の 節 が 文 法 的 に 連 結 さ れ る 文 を 並 立 複 合 文

(c皿o)KHocoqHHeHHLIenpe即o皿eHH∬)と 言 う。

接 続 詞aは 等 位 接 続 詞 の な か で も諺 表 現 にお い て最 も頻 繁 に用 い られ 、

そ の機 能 もき わ めて 多様 で あ る。

1)〈 対 比 〉 関 係(conocTaBHTe肪HLIeoTHoI皿exxA)

対 象 ・現 象 間 の 相 異 に 基 づ い て 節 と節 と の 対 比 関 係 を 表 す 。

``)1(
eHanpHJIacl〈aeT,aMaTbno)KaJ[eeT."()K117)

「妻 は や さ し く して く れ る が 、 母 は い と お し ん で く れ る(母 は 妻 よ り親

身)」

"MyxcHxAaco6axaxaABOpea6a6aAaxo皿xaBH3se ・"(>K178)

「男 と 犬 は 家 の 外 に い る も の 、 女 と 猫 は 家 の 中 に い る も の 」

``P
yxH八eJlaK)T,acnHxxaoTBeqaeT."(刀[248)

「手 は 仕 事 を し 、 背 中 は そ れ に 応 じ る 」

``刀[y皿Ia双y皿Iy3HaeT
,acepAUecepAUyBecTLnoAaeT."(刀 〔316)

「魂 は 魂 を 知 り 、 心 は 心 に 伝 え る 」

"X
BaJIIipo)KゐBcTory,a6apxxasrpo6y"()K340)

いなむ ら

「ライ麦 をほめるな ら稲叢 に積んでか ら、旦那 をほめるなら棺桶に納
おお

ま っ て か ら(1"棺 を蓋 い て 事 定 ま る")」

2)〈 讐 喩 〉 関 係(CpaBHHTe31bHbieOTHOLLICHHSI)

〈対 比 〉 の 関 係 が 〈比 較 ・讐 喩 〉 の 関係 に よっ て複 合 化 され る場 合 が あ

る。 この 場合 、 讐 喩 を含 む節 はつ ね に前 置 され る。
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``P
blCibnecTpacBepxy,αqe皿oBexnyxaBH3Hy'1'pH."(刀[317)

「山 猫 は 外 側 が ま だ ら 、 人 間 は 内 側 が し み だ ら け 」

``ZI
epBb1工epeBoTHHT,a3皿a∬xcexaAoMH3Bo耳HT."(1,,)

むしば

「虫 は 樹 を 蝕 み 、 悪 妻 は 家 を 食 い っ ぶ す 」

"M
o∬Lo酉e瑚yecT,αneqaπL-ce似ue(qe∬oBeK)."(π126)

しみ

「衣 魚 は 衣 服 を 蝕 み 、 悲 しみ は 人 の 心 を 蝕 む 」

``P
ica)KeJIe30ecT,aneqa∬L-cepAUe."(刀 〔125)

「錆 は 鉄 を 腐 蝕 し 、 悲 しみ は 心 を 蝕 む 」

``PLI6aH皿 匡eT
,rAerJly6)Ke。 αqeJloBeK,rπeJlyq皿le."(C357)

「魚 は よ り深 い 所 を 求 め 、 人 は よ り 良 い 所 を 求 め る 」

3)〈 反 意 的 対 立 〉 の 関 係(conocTaBxTenbxo-npoTHBHTe∬LHLIeoTHoHleHH∬)

単 文 と 単 文 が 二 項 の 節 と し て 接 続 詞aに よ り く 反 意 的 対 立 〉 の 対 比 関 係

に 立 っ 。

``II
.rryrKopMHT,αJlyKHopTHT."(江269)

「i摯[=農 耕]は 人 を 養 う が 、 弓[=戦 争]は 人 を 損 う」

``Bo
HxBoK)eT,α)KeHa八 〇MaropK)eT."(八263)

「兵 士 は 戦 い 、 そ の 妻 は 家 で 悲 し む 」

4)〈 否 定 的 対 句 〉(01pHHaTe∬LHH貢napa朋e∬H3M)

対 比 され る 二 項 が 否 定 文 で あ る 場 合 。

"M
pyT∬K)AHxenocTapocTH,a)KHByToHHHeHoM皿a以ocTH."(Cl494)

「人 の 死 ぬ る は 老 い の ゆ え な らず 、 人 の 生 く る は 若 さ の ゆ え な らず 」

"HaJlacKoBoecπoBoHeno月a厳c牙
,αHarpy60ec皿oBoHe田veBaHCA."(CHMoHH

1494)

「甘 い 言 葉 に つ られ る な 、 乱 暴 な 言 葉 に 腹 を 立 て る な 」
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``刀〔06poroHe6eraH
,axyAoroHeVAenaH."(刀 〔108)

「善 き 事 は 避 け る べ か ら ず 、 悪 し き 事 は 為 す べ か ら ず 」

1)～4)の 諸関係 を通 じて全体 として,対 比 され る部分 をもつ並立複合

文は対句 とい う統語的平行関係の原則 に基づ く明瞭な二項性によって特徴
つい

づ け られ ている。対 を成す統語的平行部分は両肢文(不 完全 両肢文 も含む)

あるいは単肢文 である。後続節 の統語構造 は先 行節 の統語構造 に よってあ

らか じめ決定 され る。先 行節 の述部 に動詞述語が省 略 され ていれ ば、後続

節 も同様 の述部形態 を とる。また後続節 の述部が先行節 の述部 と共通項 を

もっ ときにはその項は省 略 され る。

``∬
npocanorH,CXoHnponHporH."(ノ コ〔439)

「私 は長靴 の話 を し、彼 は ピロー グの話 をす る(互 いに言 うことがてん

でんば らば ら)」

``b
or皿leHqeTcI(yMoR)eαy60rccyMo}α"(C82)

がっ さいぶ くろ

「神 は教 母 と囁 き交 わ し、貧 乏 人 は合 切 袋 と曝 き交 わす 」

``K
pacxanTxuanepbeM,oqeJIoBeKyqeHLeM."(双452)

「鳥 は 羽 根 に よ っ て 美 し く,人 は 学 び に よ っ て 美 しい 」

5)〈 対 照 〉(zcoxTpacT)

並 立 複 合 文 の 二 項 が 相 互 に コ ン トラス トを示 す 。

``C
TLI八JIHBLI営noxpacxeeT,a6eccTH)KH首Ho6πez田eαL"(刀 〔319)

「恥 を 知 る者 は 赤 く な り、 恥 知 らず は蒼 ざめ る」

``P
yKKpa60Tax)T,αroJIoBaI(opMKT."(π328)

「手 は働 き 、 頭 は養 う」

並 立 複 合 文 の 二項 の節 は こ こにお い て も対 句 に な っ てお り、それ に よっ

て 〈対 照 〉 の理 念 が表 現 され て い る。 〈対 照〉 の 関係 は 〈対 比 〉 の 関係 と
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酷似 しているが、対照関係 を表現す るための統語手段が語彙的手段 によっ
つい

て 補 足 され る こ と に よ っ て 両 者 は 区 別 され る 。す な わ ち 対 に な っ て 対 照 さ

れ る 節 に 反 意 語 が あ る か 、あ る い は 節 と節 が 反 義 的 な 意 味 を も つ か が 弁 別

的 特 徴 と な る 。

``1[l
y)Ka只xcexa‐ne6eAy皿 【Ka,aCBOSI-IIOJIblHbropbxaA."(刀 〔388)

「他 人 の 妻 は 白 鳥 、 自 分 の 妻 は に が よ も ぎ 」

``r
πyHLI哲ocyAHT,αyMHHhpaccy以HT.　 (π464)

「愚 者 は 非 難 し 、 賢 者 は 考 慮 す る 」

``y
MHLI営 ∫lK)6HTyqHTLc∬eα πypaKyqHTL."(双47)

「賢 者 は 学 ぶ こ と を 好 み 、 愚 者 は 教 え る こ と を 好 む 」

``B
oraToMy-Kal(xoqeTc∬,a6eAxoMy-Ka.KMOaKeTCSI."(工 【72)

「金 持 は 好 き な だ け 、 貧 乏 人 は で き る だ け 」

6)〈 反 意 的 制 限 〉 の 関 係(npOTHBHTenbHO-orpaHHTe∬LHHeoTHolIIeHHH)

並 立 複 合 文 の 第 二 節 が 第 一 節 で 与 え られ て い る 情 報 の 内 容 に 制 限 を 加 え

る か も し く は な に か そ れ に 相 反 す る も の を 表 す 。

"M
eqoM3皿aTOAo6blsax)T,αMeq3∬aToMnoKynaK)T."(C223)

きん

「金 は剣 で手 に入 れ る こ とが で き るが 、剣 は金 で 買 うもの 」

"M
o∬o双euMo皿o瓜o益KoHL,acxxM6e3xrie6a6yAe皿L."(π378)

「若 者 は 若 駒 、 だ が 彼 と一 緒 だ とパ ン には あ りつ けな い[若 い 馬 は 摯 を

ひ くに は 役 立 た な い こ とか ら]」

``K
pKBOHHe6eAa,aropexpHBOAy皿v[HblH."(刀 〔330)

「片 目で あ る こ と は 不 幸 で は な い が 、 心 が 曲が って い る こ とは災 い だ 」

7)〈 補 足 的 情 報 〉(AononxxTenbxoecoo6皿eHHe)

``y
MxopoHlo,α 八BaJlyqHle."(C418)
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「一 人 の 知 恵 も よ い が 、二 人 の 知 恵 は さ らに よい(:"三 人 寄 れ ば 文 殊 の

知 恵")」

``B
rocTAxxopo皿 【o,o双oMaJlyq皿eToro."(π877)

「お 客 に 行 く の も よ い が 、 我 が 家 にい るの は さ らに よい 」

先 行 の節 が 〈制 約 〉 を受 け る とい う点 で は6)の 関係 と似 て い る が 、次

の 点 で 異 な る。 〈反 意 的 制 限〉 の場 合 は 、後 続 節 の意 味 は先 行 節 の 内容 か

ら生 じる もの で は な く、 そ の発 展 で もな い が 、7)の 場 合 は 、 第 二 節 の 内

容 が 第 一 節 の 内容 に よっ て 喚起 され てお り、あ るい はそれ を契 機 と した補

足 的 情 報 とな って い る。す な わ ち 、後 続節 に は先 行 節 にお い て述 べ られ て

い る こ とに た い して対 照 的 で あ る よ うな新 情 報 が含 まれ て い る。

">K
aJIoocTPovLlｺSi3blKOCTpeklTOI'O."(A95)

「蜂 の 針 は鋭 い が 、 人 の 舌 は そ れ よ り鋭 い」

``He
BeJIHqKa6JlolHKa,acnaTbHe月aeT."(1]〔594)

「蚤 は 小 さい が 、 人 を 眠 らせ な い(人 を 害 を な す 小 悪 人)」

"besAeTeHrope
,acAeTbMH‐BABOe."(A17)

「子 供 が い な い の は 不 幸 だ が 、 い れ ば不 幸 は倍 に な る」

8)接 続 詞aを もっ 並 立 複 合 文 が 意 味 構 造 の うえで従 属 複 合 文 に近 い場

合 が あ る。

(1)〈 帰 結 〉

``Il
axbz月epyTc∬,ayxoJlonoBT-lyrOblTpeuzaT."(冴 く245)

「地 主 た ち が 殴 り合 う と農 奴 た ち の前髪 が ち ぎれ る(強 い 者 ・上 の 者 が
そばづえ

争 う と 弱 い 者 ・下 の 者 が そ の 側 杖 を 食 う)」

``B
opo双aBLIpoc∬a,ayMaxeBLIHecJIa."(双329)

「髪 は 生 え た が 、 知 恵 は 得 ら れ ず 」

(2)〈 譲 歩>

s`)1(
eHaMy)Ka6beT,anogcBo逝HpaBBe瓜eT."(刀[392)
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「妻 は 夫 を 殴 ら な い が 、 自分 の 気 質 に 引 き 入 れ る 」

"Ho
BropoR,HosropoA,anocrap皿ecTaporo."(A345)

「ノ ヴ ゴ ロ ドは 新 町(ノ ヴ ゴ ロ ド)と 言 う け れ ど も 、 最 も 古 い 町 」

``C
oBecTL6e33y60Ba3arpbi3eT."(π317)

「良 心 は 歯 が な い に も か か わ ら ず 、 心 を 噛 む 」

〈譲 歩 〉 の 接 続 詞 が あ る 場 合 も あ る 。

``〃'
双06pa牙Maqexa,aBceHeMaTb."

「継 母 は 良 い 継 母 で あ っ て も 、 や は り母 で は な い 」

〈譲 歩 〉 を 表 す 命 令 形 と そ の 否 定 反 復 が あ る 場 合 も あ る 。

``b
oHCx,xe60HCA,apoxyHeMHHOBaTb,"(双27)

「恐 れ よ う と恐 れ ま い と 運 命 を 免 れ る こ と は で き な い 」

(3)〈 条 件 〉

"H
eHayqHJInJIeTHo,α 以y6HHo営HeHayqH皿 【L."(π374)

「鞭 で 教 え て 効 果 が な け れ ば 、 棍 棒 で 教 え る こ と は で き な い 」

〈bbl」i6blN1>の 条 件 文 が 先 行 す る 場 合 、i接 続 詞aに よ っ て 帰 結 文 が 結 合

され る こ と が 多 い 。

``13Lmo6LI60noTo
,αqepTH6yAyT."(刀[306)

「沼あれば悪魔 あ り(そ れな りの条件があればそれを悪用する者が現れ

る;悪 が は び こ る に は そ の 温 床 が あ る)」

``T
binobblxopbYTo,αcBHHLHHa哲 πyTc∬."(A32)

「餌 桶 が あ れ ば 豚 が や っ て 来 る(な に か 利 用 で き る も の が あ れ ば 、 必 ず

便 乗 す る 者 が 現 れ る)」

(4)〈 目的 〉

``]K
oInKy6LK)T,aHeBecTKexeseTxx刀a}oT."(刀 〔416)

つ ら

「猫 を打つ のは嫁へ の面 当て」
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第3節 接続詞 月aを もつ並立複 合文

接続詞Aaは 接続詞aに 次いで但諺の言語における統語関係 の表現手段

として広 く用い られ る。

(1)〈 反 意 〉

``]K
opexbyqeHH牙ropel(,danJlo江erocnaAox."(1]t451)

「学 び の 根 は 苦 い が 、 そ の 実 は 甘 い 」

``3
AopoBHaeAy,∂axHJIHapa60Ty."(刀 〔422)

「食 う こ と に か け て は 健 康 だ が 、 働 く こ と に か け て は 病 弱(:"仕 事 幽 霊

飯 弁 慶")」

``P
o)xaxpHSa,∂ α 月y皿【anpAMa."(π323)

つ ら

「面 は 曲 が れ ど 心 は 正 し 」

``Il
r【aTbeqepHeHLKo,dacoBecTL6enexbxa."(刀 〔771)

「着 て い る 服 は 薄 汚 れ て い て も 心 は 潔 白 」

反 意 接 続 の 関 係 は 、制 約 性 、譲 歩 、条 件 の ニ ュ ア ン ス に よ っ て 複 雑 化 す る 。

〈制 約 性 〉 の ニ ュ ア ン ス

``B
LIJIKOHb,∂aH3』e3皿HJIc∬."(刀 〔310)

き りん ど ば

「馬 が い た が 、 乗 りっ ぶ さ れ た(:"麟 麟 …も 老 い て は 駕 馬 に 劣 る")

``B
HlmTco6aKaMo,πoKoe∂aBKyB皿lHxerny60xo."(π924)

「犬 は ミル ク を 見 る が 、 そ れ は 水 差 し の 底 」

``1(
ourxanx)6HTMOJIOKO,∂apHJ[oKOpOTKO."(工 〔924)

「猫 は ミル ク が 好 き だ が 、 鼻 面 が 短 い 」

``1(
pHBOpaxBblCTyTlaeT,∂ αHHaqexe3xaeT."(C924)

「ざ り が に は 斜 め に 歩 き 、 ほ か の 歩 き 方 を 知 ら な い 」

〈譲 歩 〉 の ニ ュ ア ン ス
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``13
∫m3KonOKOTb,∂aHeyxycH皿 【b."(刀 〔921)

"H6
皿H30KJ【oKoTL,δoHeyl(ycH皿L."(π924)

「肘 は 近 く に あ る が 、 噛 む こ と は で き ぬ 」

``B
opoHaH3aMopeJleTaJla,daBopoxoHxBepHy皿acb."σ 〔472)

からす

「烏 は 海 の 向 こ うへ 飛 ん で 行 っ て み た が 、 烏 の ま ま で 戻 っ て き た

(:"馬 鹿 は 死 な な き ゃ 治 ら な い")」

``H
Mone6exneTb,∂ αnoJIL3LIHeT."(皿37)

「祈 り を 唱 え て み て も ご 利 益 な し 」

〈条 件 〉 の ニ ュ ア ン ス

"H
e6H∬06LIcqacTL牙,∂ αHecqacTLenoMoMo."()K201)

「不 幸 の 助 け が な か っ た な ら ば 、幸 せ は な か っ た で あ ろ う(:"禍 い を 転

じ て 福 と な す")」

(2)〈 付 加 〉

接 続 詞1.と そ の 変 種 八aHは 複 文 の 節 と 節 と の 併 合 関 係 を 表 す こ と が

あ る 。

(a)付 加 さ れ る 節 は 先 行 節 の 内 容 を 一 層 詳 し く説 明 し 、 正 確 化 す る 。

``C
πpy⊃KH皿acLcTapocTLcy60班 《ecTBOM,∂aucaMxepaAa."(π375)

「老 い は 貧 困 と 仲 良 し に な っ た が 、 自 分 は い っ こ う に 嬉 し く な い 」

先 行 節 の 内 容 に よ っ て 喚 起 さ れ る 新 し い 情 報 が 付 加 され る 。

``OTBonxa6excan
,∂αHaMe皿Be江HnonaJL"(π37)

「狼 か ら逃 げ て 熊 に 出 く わ す(:"一 難 去 っ て ま た 一 難')」

``Ll
yxcoHo6eAnoxBa」 πH茸,∂aucaMvBopoTaoTBOpAH."(π119)

「よ そ の 家 の 食 事 を 讃 め た な ら 、 自分 の 家 の 門 を 開 け て お け 」

(b)先 行 節 の 意 味 か ら 生 じ る 帰 結 が 後 続 節 と し て 付 加 され る 。

``BbicHAenax
ypHuayTxT,da〃nJlaqeTc牙cHHMH."(ユ1409)
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「め ん 鶏 が あ ひ る の 雛 を 艀 し て 、 一 緒 に な っ て が あ が あ 鳴 く 始 末 」

``BapHna6a6a6pary
,∂auynanaxospary."(π36)

「女 だ て ら に ビ ー ル を 造 り 、 谷 間 に 落 ち こ む 」

第 一 節 で 述 べ られ た 内 容 に 対 して 第 二 節 の 内 容 が 反 意 的 に 対 立 す る 場 合

が あ る 。

``)K
HTLT牙)KKo,()auyMHpaTbHeJlerKo."(π287)

「生 き る の は 辛 い が 、 死 ぬ の も 楽 で は な い 」

こ の 反 意 的 対 立 の 関 係 は 接 続 詞aで 置 き 換 え ら れ る こ と が あ る 。

``)K
HTLropLKo,dauyMepeTbHec皿aAxo."(π287)

「生 き る の は 辛 い が 、 死 ぬ の も 楽 で は な い 」

``)KHTLrpyc
Ho,ayMHpaTbToHIHo."(π287)

せ っ

「生 き る の は切 ない が 、死 ぬ の も苦 しい 」

"H
eBe皿HKa6JIoxae∂acnaTbxeAaeT."(C261)

"H
eBe∫1四1(a6∫lomKaacnaTbxeAaeT,"(π594)

「蚤 は 小 さい が 、 人 を 眠 らせ な い 」、

〈付 加 〉 の 関係 を表 す 並 立複 合 文 に お い て実 際 に意 味 を もつ 部 分 は付 加

され る文(節)で あ り、そ こ に お い て 諺 の 基 本 的 内容 で あ る倫 理 性 ・教 訓

が集 約 され て い る。

第4節 接続詞"を もつ並立複合文

(1)〈 並 立 〉

　>K
HTLBMecTeuyMepeTbBMecTe."(Cl27)

「生 き る の も 一 緒 な ら 死 ぬ の も 一 緒(:"一 蓮 託 生")」

``T
OraTCTBO)KHBeTeuHHIHeTa)KHBeT.'J(刀 〔74)

「富 が あ る と こ ろ に は 貧 も あ る 」
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(2)〈 条 件 一 帰 結 〉

接 続 詞Hに よ っ て 結 ば れ る 二 項 構 造 の 並 立 複 合 文 は 但 諺 表 現 に お い て は

実 際 に は 〈並 立 〉 の 関 係 よ り も 〈条 件 一 帰 結 〉 の 関 係 を 表 し て い る こ と が

多 い 。

``b
OraTCTBOno∫[x)6董lTCA,uylvtpaccTynHTc兄."(π60)

「富 が 愛 さ れ れ ば 理 性 は 脇 に 寄 る 」

``】3
e双HoMy)KeHHTBc∬ 一 〃HoqLxopoTxa.(π74)

「貧 乏 人 が 嫁 を 取 れ ば 夜 は 短 く な る 」

``JI
HcanpH八eT-uxypHuapacKy乃axqHTc∬."(刀 〔129)

「狐 が や っ て 来 れ ば 、 め ん 鶏 が ク ッ ク ッ と 鳴 き だ す 」

"3
aAByMA3aHuaMHnoroxxuibcA,uoAxoroHeVnoHMae皿 【b.,,(乃745)

「二 兎 を 追 う者 は 一 兎 を も 得 ず 」

``X
o3盟HBeceJI-〃rocTLpallocTHLI."(π646)

「主 人 が 楽 し け れ ば 客 も 嬉 し い 」

"H
y細LIHeyBH双H正nb,usAo6peHenoxoAHUib."(π81)

「貧 窮 を 知 ら な け れ ば 幸 福 に 暮 らす こ と は で き な い 」

``C
ep∫夏翼eBeceJIHTc牙,unHueuBeTeT."(π967)

「心 楽 し け れ ば 顔 か が や く 」

`T
poM】HerpRxeT,〃My)KHjKHe八porHeT."(CxMOHH645)

「雷 が 鳴 ら な け れ ば 、 百 姓 は 身 震 い し な い 」

条 件 節 が 命 令 形(単 数2人 称)に よ っ て 形 成 され る 場 合 も あ る 。

"H
e3aMaxHBa益c∬,uco6axaxesanaeT."(π183)

「杖 を 振 り上 げ な け れ ば 犬 も 吠 え か か ら な い 」

``刀〔v
enaH双06po,uTe6e6yAeT八 〇6po."(刀 【108)

「善 を な せ ば 汝 に も 善 が 来 る(:"情 け は 人 の 為 な ら ず")」

条 件 節 が 副 動 詞 に よ っ て 形 成 され る 場 合 も あ る 。
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"He
BH江aBHy)K江LI,〃 八〇6paHeyBHIIH田L."(π81)

「貧 窮 を 知 ら ず し て 幸 福 を 知 る こ と な し」

接 続 詞Hが 〈結 果 〉 を 意 味 す る 場 合 も あ る 。

``PyxapyxyMoen
.uo6eher.[LI6blBaeT."(、Z【119)

「手 が 手 を 洗 い 、 両 手 と も 白 く な る(悪 者 ど う し は か ば い 合 う)」

こ の 諺 に は 接 続 詞aに よ る 同 意 の 表 現 が あ る 。

``P
yl(aMoeT,ao6exoTAT6enbl6blTb."(C356)

(3)〈 時 間 的 継 起 性 〉

〈条 件 〉 一 〈帰 結 〉 の 関 係 は 時 間 の 流 れ に 沿 う な ら ば 継 起 性 の 表 現 に な

る 。

``BpeMAnpHAeT
,usacnpo6beT."(π97)

「時 到 れ ば 時 が 時 を 告 げ 知 らせ る 」

``ll
opanpH月eT,uBoAavnoHAeT・"(刀 〔97)

「時 が 来 れ ば 水 が 流 れ 出 る 」

`℃
yAb6anpHAeT-upyxHcBAxceT."(双380)

「運 命 が や っ て 来 て 両 手 を 縛 り上 げ る(男 がi妻 帯 さ せ ら れ る)」

(4)〈 反 意 〉 〈制 約 〉

接 続 詞Hは ふ つ う順 接 的 で あ る が 、反 意 的 ・制 約 的 関 係 に あ る 二 項 を 逆

接 的 に 結 ぶ こ と が あ る 。

"1'xeBaHTecx
,uxecorpeLUaHTe."(CxMOxx557)

「腹 を 立 て て も 罪 は 犯 す な 」

``1〈
oHboqeTLIpexHorax,uToTCIIOTblKa.eTCSI."(CHMoHHl356)

「馬 は 四 つ 足 で も つ ま ず く 」

こ の 諺 に はi接 続 詞 耳a伝aHに よ る ヴ ァ リ ア ン トが あ る 。

``1(oHboqeTLIpexHorax
,da?,tTOTCIIOTblKaeTCSI."(Cl79)

``KoH
I・oqeTLIpexxorax,∂acnoTLIKaeTc51、"(刀 〔30)
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(5)〈付加〉
``C
qacTJIHBMcAseAb,PTOHenonaJIc月cTpenxy,ucTpeJlol(cqacTJIHB,PTOHe

nonaπc∬Me耶e双K)."(X51)

「鉄 砲 打 ち に 出 くわ さな か っ た 熊 は幸 い 、熊 に 出 くわ さな か っ た鉄 砲 打

ちは 幸 い 」

並 立複合 文 に よる狸 諺 表 現 にお い て接続 詞Hが 用 い られ る例 は 以 外 に少

な い 。31(.Tapnaxosの 概 算 に よれ ば 、接 続 詞Hを も つ 並 立 複 合 文 は 並 立 複

合 文 全 体 の1%に す ぎ な い 。並 立 複 合 文 を構 成 す る接 続 詞 の うち最 も使 用

頻 度 が 高 い の はaで あ っ て90%、 そ れ に 次 ぐAaは10%を 超 え な い[TapmHoB

1982,16]p

接 続 詞HOは 偲 諺 表 現 の 並 立 複 合 文 で は ほ とん ど用 い られ ない 。

"H
eBcerハaBopHpHxo珊T,κoBcer月aero瑚yT.,,(C263)

「泥 棒 は い つ も来 る と は か ぎ ら な い が 、い っ も来 る と用 心 せ よ」

〈反 意 〉 の接 続 詞HHOが 用 い られ る例 も若 干 あ る。

"H
eBceTacxoHvutcoHnacxoH."(π111)

「髪 を 引 っ 張 る ば か りで な く撫 で る こ とに よって(:"柔 よ く剛 を制 す")」

"H
eBCeXJIblCTOM,uxoHcBHCTOM."(π111)

「鞭 に よ る ば か りで な く 口笛 に よ っ て 」

"H
eBceropJloM,瑚oHpyKaMH."(π265)

「罵 り合 い ば か りや っ て い な い で 、殴 り合 え」

第5節 接続 詞 朋60一 月M601湘M一 湘 回を もつ並立複 合 文

〈離接〉

離接的関係(論 理学で言 う"選 言原理")は 諺表現 にとっては特徴的な
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も の で は な く 、例 も 少 な く 、そ の 関 係 を 表 す 述 部 の 主 成 分 は 多 く は 名 詞 句

で あ り 、 形 態 的 に 単 純 で あ る 。

"Jl
u60scrpeMAxoroH,rcu6・..BnextronoBOx."(X51)

あぶみ

「鐙 に 足 を か け る か 、切 株 に 頭 を ぶ つ け る か(一 か 八 か 、当 っ て 砕 け ろ)」

``ノL
udoceHaxnox,unuBHJIblB60K."(刀 〔51)

"〃 脇ceHaKπoK
,〃刀〃BmLIB60K."(C155)

「(牛 が)干 し 草 の 一 束 を 取 る か 、 そ れ と も 熊 手 が 脇 腹 に 刺 さ る か(一 切

か 然 らず ん ぱ 無 か)」

``ノ1初6
0pH6KycbecTb,nu60HaMe∬LcecTL."()K161)

「魚 に あ りつ く か 座 礁 す る か(一 か 人 か)」

``
」臨z4nax,〃 刀〃nporlaJI."(Cl54)

「領 主 様 に な る か の た れ 死 か(の る か そ る か)」

``
,Ilu60rpyA】 ～BxpecTax,nu60roJloBaBKycTax."(>K161)

「十 字 勲 章 に 埋 ま っ た 胸 か 、 そ れ と も 藪 の 中 に 転 が っ た 首 か 」

``
」配πz4BCyK,unuBTeTeplo."(C154)

「枝 に 当 た る か 雷 鳥 に 当 た る か 」

第6節 接続 詞HH-H圓 もつ並立複 合 文

〈否 定 的 列 挙 〉

``1血T
orycBeqa,xuqopTyoxcHr(Koqepra)."(刀 〔262)

「神 に 灯 明 を 供 え る で も な く 、 悪 魔 に 火 掻 き 棒 を 渡 す で も な い(何 の 役

に も 立 た な い 人)」

"H
uMopA6e3:・!.,huBo営HLI6e3xposK."(π263)

「水 の な い 海 は な く 、 流 血 の な い 戦 争 は な い 」

"H
uxoxxyAepxcaTb6esy3Abr,xurOOraTCTBa6e3yMa."(C298)



16

くつわ

「轡 な く し て 馬 を 御 す る こ と は で き ず 、 理 性 な く し て 富 を 管 理 す る こ と

は で き な い 」

``
」砺pa以ocTLおeqHa,κ 〃neqaJ防6ecKoHeqHa."(CHMoH胚1656)

``H
upa月ocTHBeqHo営,xuHeqaJIH6ecKoHeqHoh."(刀 〔136)

「無 限 に 続 く 喜 び は な く 、 終 りの な い 悲 し み は な い 」
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第4章 従属複合文による偲諺表現

第1節 接続詞4TOを もつ従属複合文

但 諺 表 現 に お い て は"接 続 的 従 属"(co}03HoeHo珊HHeHHe)は 微 弱 な 統

語 現 象 で あ る 。 従 属 複 合 文(c∬o)KHono耶HHeHHoenpe即o凪eHHe)を 構 成 す

る"従 位 接 属 詞"(HO刑HHHTe∬LHLI営 ◎0}03)の う ち 最 も 広 く 用 い られ る の は

PTOで あ る が 、 裡 諺 表 現 に お い て は 民 衆 語 に 特 有 の 用 法 が 見 ら れ る 。

接 続 詞qTOを も つ 従 属 節 は 主 節 に 対 して さ ま ざ ま な 関 係 に 立 っ 。主 節 と

従 属 節 の 位 置 は 固 定 的 で あ り 、 実 際 に 従 属 節 は つ ね に 後 置 され る 。

(1)〈 理 由 〉 〈原 因 〉

接 続 詞PTOが"H60110TOMyPTO,oTroroqTo"意 味 で 用 い られ,従 属 節 が

主 節 の 述 部 の 理 由 ・原 因 を 表 す 。

``H
HacTyxoBロy61・eT,ImoHeTyAaHπeT."(刀 〔209)

「羊 が 間 違 っ た 方 角 に 行 け ば 、 羊 飼 で も 羊 を 打 つ 」

``3a
r【eK兀Hc∬ycTa,ImoMo皿lHanycTa."(工 【64)

「財 布 が か ら っ ぽ で 唇 が 荒 れ る 」

``A
nbxxy)KeJIIo以e首 。ImoBesAecTOAnbx)."(π34)

「私 が 人 並 以 下 な の は 、 所 か ま わ ず 立 ち 飲 み す る か ら か 」

(2)〈 帰 結 〉

接 続 詞PTOが"TaKqTO"の 意 味 で 用 い ら れ る 。

``Il
pH皿 【JIoBTynHK,ImoHeKy八acTynHTL."(刀 〔130)

「袋 小 路 に 迷 い こ み 、 に っ ち も さ っ ち も 行 か な い 」

``n
oqHHHJI以e逗Kエ[eTxy,umoHco6axH.na3AT."(刀 〔701)

「じ い さ ん が 修 理 し た 鳥 籠 な の で 、 今 で は 犬 ど も が 忍 び こ む 」
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(3)〈 説 明 〉

従 属 節 が 主 節 の 代 名 詞 の 形 態 に 相 関 し、主 節 の 代 名 詞 丁0の 内 容 を 説 明 す る 。

"H
〃206LIBaeT3〃300BHaBo∬Kacろe月aeT."(f)

「羊 が 狼 を 食 う こ と だ っ て あ る(:"窮 鼠 猫 を 噛 む")」

``Hmo6biBae
T。umoHz〔eHBraMxepaA."(π59)

「金 が あ っ て 嬉 し く な い こ と だ っ て あ る 」

"H
e3azηoBoπKa6LK)T。 秘吻ocep,a3amo,聖7ηooB双ycLe∬."(u178).

「狼 が 打 た れ る の は 灰 色 だ か ら で は な く 、 羊 を 食 べ た か ら だ(罰 せ ら れ

る に は 正 当 な 理 由 が あ る)」

"H
ermo20cr.Iopee,秘 η70Ky∬aKoMHolnee."(瓦211)

「鉄 拳 制 裁 ほ ど 効 き め の あ る も の は な い 」

(4)〈 条 件 〉

接 続 詞PTOで 導 か れ る 従 属 節 が 条 件 の 意 味 を 表 す こ と が あ る 。

``B
HIIHMa6e双a,翌 〃20ycTaporo)KeHaMoJIo1工a."(π382)

「夫 が 年 寄 りで 妻 が 若 け れ ば 、 不 幸 は 目 に 見 え て い る 」

``B
HAHMaA6eAa,吻20BoP)KHpollmIacL皿e6eπa."(C32)

「ラ イ 麦 畑 に ア カ ザ が 生 え た ら不 幸 は 明 ら か 」

概 し て ロ シ ア 語 に お い て は 条 件 を 示 す 従 属 節 は 自 由 に そ の 統 語 的 位 置 を

変 え る こ と が で き る が 、こ の 場 合 は 従 属 節 は 後 置 され 、条 件 具 有 と い う 閉

鎖 的 な 意 味 と 固 定 的 構 造 を も つ 。

(5)条 件 構 文 と レ て の 〈PTO_,TO>

構 文 〈PTO...,To>が 一 種 の 条 件 構 文 と し て くKaKCKOpO...,TaK>(も し ・∵

で さ え あ れ ば)、 〈xax...Tax>(… で あ れ ば …)、 〈BC∬K曲pa3KaK>(… す る

た び に)、 〈CKO皿LKO...,CTO皿LKO>(… な ら ば … そ れ だ け)の 意 味 で 用 い られ

る 場 合 が あ る 。

``LlmocJloBoMoJIBHT
,〃20py6JleMnoAapHT."(π445)
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こと い

「ひ と 言 言 え ば1ル ー ブ ル 」

"q功
oy双apHHIL,maHyeAeLUb."(双252)

「殴 っ た ら 、 そ れ で お さ ら ば だ 」

``q加o
noTe皿 【HT(cqacTLe),moHnoxcHBeM."(刀 〔137)

「慰 め ら れ さ え す れ ば 生 き て 行 か れ る 」

"y
Ky3Heロa聖 〃20cTyKHyJI,〃aorpxBxa."(ti)

「鍛 冶 屋 で は ひ と 打 ち す れ ば1グ リー ヴ ナ 」

``π
06poMyqeJloBeKyImoAexb,moKnpa311HKK."(π109)

「善 人 に と っ て は1日 あ れ ば そ の 日 は 祝 日」

``q初
oropoA,〃30xopoB,曙 〃30AepeBxx,onoo6Llqa首."(刀 〔689)

「町 ご と に 習 慣 あ り 、 村 ご と に 風 習 あ り」

(6)比 較 構 文 と し て の 〈PTO...TO>

僅 諺 表 現 に お い て は 〈PTO...,TO>が 〈ueM...,TeM>の 代 り用 い られ る こ

と が あ る 。

``E
roImo60JILHIecJly皿ae皿lb,〃70ny皿eBpeT."(π201)

「彼 の 話 を た く さ ん 聞 い て や れ ば や る ほ ど 、 た く さ ん 嘘 を つ く 」

``Li
mo6eAxee,moIUe月pee."(1187)

「貧 し け れ ば 貧 し ほ ど 、 そ れ だ け 気 前 が よ い も の だ 」

``1(
o皿1(yumo60JILHIerJIa以HIHL,mo60JIL皿lexBocTAepeT."(刀 〔808)

「猫 は 可 愛 が れ ば 可 愛 が る ほ ど尻 尾 を 高 く 上 げ る(優 し く す れ ば っ け 上

が る 人)」

"El
mocTaPee,monpaBee。aumoMo∬o)Ke,moAopoxce.　 (C459)

「老 い る ほ ど正 し く 、 若 い ほ ど に 貴 い 」

(7)択 一 的 譲 歩 と し て の 〈PTO...LiTO>

接 続 詞PTOの 反 復 は 標 準 文 語 の 〈鵬..,∬H>、 〈皿H_,H朋 〉 の 代 り に 用

い られ る 。
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``Ll
moBLInHTo,umoBbinHno-BcepaBHo.',(刀 〔889)

「飲 み 干 そ う が 、 注 ぎ 尽 く そ う が 、 ど っ ち み ち 同 じ こ と 」

"El
mocosoHonext,umonxeMocosy,aececoreConbxo(asceoAxo) ,"

(π949)

ふくろう

「臭 を 切 株 に ぶ つ け よ うが 、 切 株 を 臭 に ぶ つ け よ うが 、 臭 に と っ て 痛 さ

は 同 じ 」

``-
moqepHo,Imo6eno,BLI30JIoTHTL-BceOAHO."(刀[164)

「黒 だ ろ うが 白 だ ろ うが 、 金 メ ッ キ を す れ ば 同 じ こ と 」

``B
ceoAxxTor,Imoyxac,彰 〃20yHHx."(π19)

「我 々 の 所 だ ろ うが 、 彼 ら の 所 だ ろ うが 、 神 様 は つ ね に 同 じ 」

``q初
oocLMHa刀 耳aTL,Imo6e3AByxABaAUaTb."(π950)

「18だ ろ う と 、20引 く2で あ ろ う と(同 じ こ と)」

(8)〈 限 定 〉

イ デ ィ オ ム 的 構 文 〈TO」lbKOHN2_iiTO>お よ び 〈HeTonbxoNa...PTO>

に お い て 接 続 詞qTOは 〈限 定 〉 〈排 他 性 〉 を 表 す 。

``1b
πbκoKxo頭y,umoH30rxxAaB:・!."(C339)

「火 の 中 を 出 た ら水 の 中 に 入 る 以 外 に 道 は な い(御 難 続 き)」

``T
OnbKDuxo八y,ImoK3BopoTB:1/."(刀 〔65)

「門 を 出 た ら 水 の 中 に 入 る 以 外 に 道 は な い(人 生 は 苦 難 の 道)」

``Ton
bxoyMo皿o酉 耳au30JloTHaeumonyroBKaoJloB翼a."(π64)

すず

「若 者 の 身 に つ け て い る も の で 光 っ て い る の は 錫 の ボ タ ン だ け 」

``H
e〃2011bKOcBeTy。ImoBoKHe."(刀 〔54)

"H
emOnbxocseTa,umoBoxxe."(C.CnoBapb45)

「窓 に 射 して い る 光 だ け が 光 な の で は な い(窓 か ら 見 え る も の だ け が 世

界 で は な い 。 世 界 に は も っ と 見 る べ き も の が あ る)」

``H
emorcbxoAo6paeImoMHorocepe6pa."(π62)
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'

「銀 がた くさんあ るだ けで財 を成す とは言 えない(:"西 施 にも醜 なる

所有 り")」

第2節 接続詞KO」Mを もつ従属複 合文

接 続 詞KO∬H(KO」lb)に 導 か れ る 従 属 節 は 前 置 され る 場 合(Hpeno3剛HH)

と後 置 され る 場 合(nOCTono3H照 牙)と が あ る が 、後 置 の 場 合 の ほ うが は る

か に多 い。

1)前 置 の 場 合

主 節 は そ の 頭 に 従 属 節 を 受 け る 形 式 的 な 接 続 詞TaxTO、HHを も つ こ と が

多 い 。 従 属 節 は 主 と し て 条 件 を 表 す 。

``K
onucTHIIHo,umax3axpoHCx(TaK3a⊃KMypBc刃)!"(π319)

「恥 ず か し け れ ば 身 を 隠 せ(ま ぶ た を 閉 じ ろ)」

``K
onu60raTLI貢3aroBopHT,maxecTbKoMyHocJly皿aTb."(刀[56)

「金 持 が 話 を は じ め る と 、 耳 を 傾 け る 者 が 現 れ る 」

`c
」確)刀zfHeTynonacanoros,〃raxHBJIanT牙xo6e双HK)HoeT."(Cl76)

わらじ

「司 祭 は 長 靴 を 持 っ て い な い 場 合 に は 、 草 鮭 を 履 い て ミ サ を あ げ る(最

善 の も の が な い 場 合 に は 次 善 の も の を と る)」

"Konu
yMyxcacxcexoH.nab,marrxexaAo6exxnaA."(C176)

「夫 婦 仲 睦 ま じ け れ ば 宝 は い ら ぬ 」

こ の 諺 に は 条 件 を 表 す 従 属 節 が 後 置 され る 次 の ヴ ァ リ ア ン トが あ る 。

"H
eHa1106e1工HKπa以,κo刀 〃yMyH(ac}KeHo益 πa互."(π393)

「(同 意)」

"Ko
nuyMyxcacxcexoHcoBeT,maxBnocTM[ACOeA."(C176}

「夫 婦 の 相 談 が ま と ま れ ば 大 斎 期 に も 肉 食 」
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t`Rb
πz46LITL6eAe,moeeHeMxxye田b."(瓦27)

「起 こ る べ き 不 幸 が 起 こ れ ば 、 そ れ を 免 れ る こ と は で き な い 」

2)後 置 の 場 合

(1)〈 条 件>

c`H
KoMapJIo皿.1.cBaJ田T,κo厚 ㍑BoJIKnoco6HT."(π693)

たこ くそ

「狼 の 手 助 け が あ れ ば 蚊 で も 馬 を 倒 す(="蛸 の 糞 で 頭 へ 上 が る")」

"H
e双oporaKqecTL,κo卯 〃HeqeroecTL."(π412)

「な に も 食 べ る 物 が な け れ ば 名 誉 も価 値 な し(:"衣 食 足 れ ば 即 ち 栄 辱 を 知

る")」

"X
opo皿oBopyxpacTbKO111,[HOHbTeMHa"(C434)

「夜 が 暗 け れ ば 泥 棒 稼 業 に と っ て 好 都 合 」

``B
cHKaHpLI6axopo】 皿a,κoπz4Hay以oqKyrIo田JIa"(pb16HHKOBa122)

「釣 針 に か か れ ば 、 ど ん な 魚 も 良 い 魚 」

(2)〈 時 〉 〈場 合 〉

``HKaΦraHrpeeT
,xonu皿y6blHeT."(C434)

"H
KaΦraHrpeeTKOZ∂auiy6bYxeT."(Al12)

「毛 皮 外 套(シ ュ ー バ)が な い と き に は 、 農 民 服(カ フ タ ン)で も 身 を 暖 め

たい え そ

る(="鯛 無 く ば 狗 母 魚")」

``X
opo皿a江oqKaAHHy皿lxa,xonuxBaTHTMaTbAa6a6y皿lxa."(π408)

"X
opo皿a以oqKaAHHylnKaKO2∂ αxBaTHTMaTL双a6a6ymKa."(C432)

み び

「お母 さん とおばあさんが褒めれば、うちのアンナちゃんは良い娘(身 贔
いき

屓 の褒 め言 葉 は額 面 どお りに は受 け取 れ な い)」

(3)〈 説 明 〉

主 節 の 内 容 を説 明 す る か 、 あ るい はそ の理 由 を解釈 す る。

"3
epxanoxeBHxoBaTO,KonupoxcaxpHBa."(C141)
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「顔 が ゆ が ん で い る の は 鏡 の せ い で は な い 」

"H
exeronexATbxasepxanoxonupo)xaxpHBa.(C296)

「顔 が ゆ が ん で い る か ら と い っ て 、 鏡 に 当 た っ て も仕 方 が な い 」

"T
pyAHOTOMy,κoπz46e刀anpH月eTKKoMy."(π129)

「辛 い の は 災 い に 見 舞 わ れ た 人 」

``)K
HBeTMe11Be以LBJIecy,xonueroHe30ByTBnone."(C122)

「熊 が 森 に 住 ん で い る の は 、 野 に は お 呼 び で な い か ら だ 」

第3節 接 続 詞Ka6bl(KaK6bl)/ec朋6blを も つ従 属 複 合 文

この文は仮定法の表現 として意味的 ・統語的まとま りをもつ。すなわち

従属節によって表 されているのは非現実の仮定であ り、その非現実の条件

が同 じように非現実的に思考 されている主節の動詞述語の動作を条件づけ

ている。

1)接 続詞xa6biに よる従 属節

接続詞Ka6Hを もつ仮 定法(条 件法)の 構文 は現代 ロシア標 準文語 にお い

ては広 い普及 は見 られ ないが、ロシアの方言や フォー クロアの言語 には し

ば しばあ らわれ、特 に17世 紀 には生 きた 口語の要素 として捏諺集や長 司祭

ア ヴァクームの書簡 な どにおいて多用 され てい る。

接続詞xa6biはKa.KrOblを 起源 とす るが、時 間的意 味を失 って"願 望"の

意 味 をもつ よ うにな った。

接続詞Ka6LIに よる従 属節 はふつ う主節 の前 に置かれ 、KO皿Hの 場合 と同

様 に、主節 は形式 的な語TaKを もって従属節 を受 け るこ とが多 い.

"K
a6ba6a6yuixaxe6a6y皿(乱zη ακ6LI」la6LIoHa八e八y正nKo営."(π946)

「お婆 さんがお婆 さんで なか った な らば、お婆 さんはお爺 さんになって
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し ま う だ ろ う」

``K
a6bicsHxbepora-Bcex6LIcocBeTycxcHna."(刀 〔113)

「も し も 豚 に 角 が あ っ た な ら ば 、み ん な を 迫 害 し て い た で あ ろ う(成 り上

が り者 ・卑 し い 者 が 権 力 を 握 っ た ら 悲 劇 が 起 こ る)」

``
」陶6blcHoBaHacBeTHapo八HTLc∬,3HaJI6HKal(cocTapeTbcA."(刀 〔376)

「も し も う一 度 こ の 世 に 生 ま れ る こ と が で き た ら 、 い か に 老 い る か を 知

る で あ ろ う 」

``1ぐ∂κ6bzHa
八HT∬aHecBo厳xoc,KTo6LIeroB双epeBeHaHleJI."(CHMOHH,1367)

き つっ き くちばし

「もしも啄木鳥 に階がなかったな らば、樹の中にいるのを見つける者 は
き じ ヨ

い な か っ た で あ ろ う(:"雅 も 鳴 か ず は 打 た れ ま い")」

``」勲6
bzHaASITJla八axecBo営Hocol(,HHKTo6bleroxexauien.,'(刀 〔947)

「も し も 啄 木 鳥 に 階 が な か っ た な ら ば く 誰 に も 見 っ か ら な か っ た で あ ろ

う 」

i接続 詞Ka6LIとec皿H6blが 交 替 す る 場 合 が あ る 。

``κ
α6b33Ha」 兀,rAeyriacTbTaK6blcoJloMKHnoAocT皿aJI."(π947)

"E伽63H既 珊eyna八eHIL
,no頭ocT∬ 訓6LIco皿oMKH."(Cll3)

わ ら

「ど こ に 落 ち る か が 分 か っ て い た ら 、藁 を 敷 い て い た の に(:"転 ば ぬ 先 の

杖")」

Ka6bi～xoruabblが 交 替 す る 場 合.

``Ka6baH8
.KOHSIHeJIHcnHI(a,ueHH6LIeMyHe6LIJIo."(CHMoHHl370)

「馬 に 星(白 斑)が な か っ た な ら ば 、 馬 の 価 値 は な い で あ ろ う」

``K
oz∂06b」Ha刀06paKoH牙 双aHeJIHcHHKa,H耳eHH6LIeMyHe6HJIo."(Cl71)

「良 馬 に 星(白 斑)が な か っ た な ら ば 、 良 馬 の 価 値 は な い で あ ろ う」

``K
a6baxaAo6paxoxxHeCITOTblLiKa。K翼eHH6eMyHerOblJIO."(π947)

「良 馬 が つ ま ず く こ と が な い な ら ば 、 良 馬 の 価 値 は な い で あ ろ う」

Ko皿H6LIがxa6biの 代 り に 用 い られ る 例 も あ る 。
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``K
orcu6xcH.r.[noKohHHqeK,Tal(6LIHHenoMep."(π946)

「死 者 が 生 き て い る の な ら 、 そ の 人 は 死 な な か っ た で あ ろ う」

Ka6H～Ko∬H6LI～ecnH6biの 交 替 も 起 こ る.

``勘6
bzxaxMenbHeMOpO3,TaKrOblTblHnepepoc."(π947)

``
・κδπ〃6HaxMeJlLxeMopo3,TaxoHrOblqepe3THHnepepoc."(π113)

「ホ ッ プ が 寒 波 に や ら れ な か っ た ら 、 柵 を 越 え て 伸 び て い た だ ろ う」

``Ka6
baxaropoxxeMOpO3,Tax6LITbTHnepepoc."(双947)

``Ec
nu6xaropoxHeMopo3,!.:・6LIuepe3TLIHnepepoc."(耳113)

「え ん ど う豆 が 寒 波 に や ら れ な か っ た ら 、柵 を 越 え て 伸 び て い た だ ろ う

(1"思 う事 叶 わ ね ば こ そ 憂 き 世 な れ")」

Ka6biに よ る 従 属 節 が 後 置 さ れ る こ と は 僅 諺 表 現 に お い て は き わ め て 稀

で あ る 。

``E
JI6LI60raqAexbrx,rca6bzy60rHHero)σ 【e60MHeI《opMHn."(7T77)

「金 持 は 、 も し貧 乏 人 が 彼 を パ ン で 養 わ な い な ら ば 、 金 を 食 う だ ろ う」

接 続詞xa6biを 用 い た 仮 定 法 の構 文 は ロ シ ア の 口承 文 芸 の言 語 、特 に狸

諺 の言語 に特徴 的 に見 られ る表 現 で あ る。

B.πaπL.1700刀08襯bz〃ooκ080κgρoδ α(MOCKBa1842,C.944-947)に は 〈xa6bi

-ecπH6>の 見 出 し項 目 の も と に104例 の 偲 諺 が 分 類 ・収 録 され て い る 。 し

か しこの 項 目は"状 況"、"条 件"、"仮 定"の 意 味 的 特 徴 に 基 づ い た 分 類 で

あ り、104例 の 狸 諺 の うち 助 詞6bI/6を と も な っ た 形 式 的 に 仮 定 法 の 構 文 を

もつ もの は52例 で あ る。 こ の52例 の うち 圧 倒 的 に 多 い の は 接 続 詞Ka6LIを

もつ 文 で あ っ て35例 、 残 りはec∬H6LIが2例 、xonH6が1例 で あ る。

Ka6Hは 仮 定 法 の 構 文 を つ く る接 続 詞 と して は俗 語 的 ・方言 的 と見 られ

て い るが 、助 詞 と して は19世 紀 の 標 準 文 語 の な か に生 き残 り、感 嘆 文 の 文

頭 に置 かれ て 強 い願 望 を表す 語 と して 用 い られ る よ うに な っ た(例:Ka6bi
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Becxacxopee!「 早 く 春 が 来 れ ば い い の に な あ 」)。

2)接 続 詞ecnHに よ る 従 属 節

接 続 詞ec朋 を 用 い た 仮 定 法 の 構 文 が 便 諺 表 現 に あ ら わ れ る 例 は 少 な1,

と 言 っ て よ い 。

15～17世 紀 の モ ス ク ワ の 文 献 に は"時"の 副 詞 に 起 源 を も つ"条 件"を

表 すi接 続 詞KO皿Hxax,xa6bixorAaが 広 く 用 い られ る よ う に な っ て い た が 、

ecnHは 文 献 上 初 期 に は 主 と し て ポ.___ラ ン ド語 か ら の 翻 訳 に 用 い ら れ て い

た 。 ポ ー ラ ン ド語 のjesliに 対 応 す るecnHはecTbnHを 起 源 と す る 。"条 件"

を 表 す 接 続 詞ecnHは17世 紀 の 末 に い た っ て 官 庁 の 実 務 的 な 言 語(い わ ゆ る

"八e∬OB磁 ∬3LIK")に お い て 用 い ら れ る よ うに な
っ た が 、そ の 浸 透 は き わ め て

ゆ っ く り し た 速 度 で あ っ た 〔Ey皿axoBcK曲380-381〕 。

i接続 詞ecnHは17世 紀 の 狸 諺 集 に お い て は 使 用 例 が な い が 、18世 紀 の

ピ ョー トル 時 代 の 但 諺 集 で はecTnH6の 形 で 現 れ て い る 。

``E
o〃2刀〃6HaropoxHeMopo3,0HrObliiepe3TblHr[epepocJL"(CHMoHHH263)

「も し も え ん ど う豆 が 寒 波 に や ら れ な か っ た ら 、 柵 を 越 え て 伸 び て い た

だ ろ う」

``Ecmnu6baxe3a
.KOH,He6LI血6LInpecTyHHHK"(TaTHHIeB1736r.)

``Ecm
bnu6わJHe3axoxeHe6LIJI6LInpecrynxHx."(Bor乃aHoB1741r.)

``Ec
nu6baxesaxox,He6LIJIo6brHIIpeCTyllHHK."(CxerxpeB1848r.)

「も し掟 が な い な ら ば 掟 破 り も い な い だ ろ う」

第4節 接続 詞Korμaを もつ従属複 合 文

狸諺 表現 において は接続詞xorAaを もつ従属複合文 の数 は多 くない。現

代 ロシア標 準文語 の統語法 において接続詞xorAaを もつ従属節 は"時""条
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件""説 明"な ど さ ま ざ ま な 意 味 関 係 を 表 す こ と が で き る が 、 僅 諺 表 現 に

お い て も そ の 統 語 原 則 は 同 じ で あ る 。

(1)〈 仮 定 〉

接 続 詞KO」IHに よ る 従 属 節 の 場 合 と 同 様 に 、 事 実 に 反 す る 仮 定 を 表 現 す

る 。主 節 と従 属 節 の 両 方 に 述 語 は 条 件 法 の 形 態 を と る 。従 属 節 は 前 置 さ れ 、

た い て い 主 節 の 初 頭 に 形 式 語 のTaK,TOが 置 か れ る 。

``K
c)2da6Be皿16HJIqeJloBeK,mak6bixxenorH6ar[BoBex."(C171)

``K
oz∂a6bzqeJloBeKBell工6LIJI,mo6HenorH6aJL"(1[【36)

「も し人 間 が 神 通 力 を そ な え て い た な ら 、 永 久 に 死 な な い だ ろ う」

``1《b
ε∂a6b護Bce3HaJI,makrOblxenorH6an."(刀 〔36)

「人 が す べ て の こ と を 知 っ て い た な ら 、 死 な ず に す む だ ろ う」

"K
o2da6He3y6bl,〃tax6LIHAymaBoH."(刀 〔326)

「も し歯 が な け れ ば 、 魂 も 口 か ら 出 て 行 っ て し ま う だ ろ う」

こ の 僅 諺 に は 次 の ヴ ァ リ ア ン トが あ る 。

``K
a6baHe3y6HAaI`yrObl。max6LIHAy皿 【aBoH."(刀 〔947)

「も し歯 と唇 が な け れ ば 、 魂 は 口 か ら 出 て 行 っ て し ま う だ ろ う」

"κ
08δ06bma五 牙T皿aHecBo益HocoK,HHI(To6bieroBAyn皿eHeHame皿."(π

440)

う ろ

「啄 木 鳥 に 階 が な か っ た な ら ば 、 空 洞 の 中 で 誰 に も 見 っ か ら な か っ た だ

ろ う」

(2)〈 時 〉 〈条 件 〉

"Ko
zelaxcenesoxxnxT,mozdaeroHxoBaTb."(CHMOxH1243)

``K
o2∂α}KeJle30KHnHT,mozdaKxaAoBapHTb."(刀[708)

「鉄 は 熱 い う ち に 打 た ね ば な ら ぬ 」

"K
c)zdaApoBa「opxT,溺08δ αHKamyBapHT."(江708)

「薪 が 燃 え れ ば 粥 は 炊 け る 」
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"K
ozdanHporcrpH6aMH,maxBcecpyxaMH."(C173}

「き の こ 入 り の ピ ロ ー グ が あ れ ば 、み ん な が 手 を 伸 ば して や っ て 来 る(お

奢 っ て や れ ば つ い て 来 る 者 は 多 い)」

"1ぐb
8δocy恥lorlo双apHmL。zηoBcexrlo6e八H皿L."(C173)

「裁 判 官 を 買 収 す れ ば 誰 に で も 勝 て る 」

〈時 〉を 表 す 場 合 は 〈xorAa-TorAa>が 相 関 す る の が 普 通 。

``K
oz∂aAexbrxroBOpAT,〃20ε δαnpaBπaMoJlqHT."(π58)

「金 が 物 を 言 う時 は 真 実 は 沈 黙 す る 」

　1《b
8∂a6y江eTnHp,mot∂a6yAeTHnecxH."(C171)

「宴 席 に 歌 は つ き も の 」

"K
o2daxo】 皿KHrpH3yTcH,mot∂aMbi皿aMnpHBoJIbe;axo2∂anacTyxHAepyTCA,

〃ZO2∂aKBoJIKHo6πHpaloToBeu."(C172)

「猫 た ち が 噛 み 合 っ て い る と き 、 鼠 た ち は 自 由 気 儘 、 羊 飼 た ち が 殴 り

合 っ て い る と き 、 狼 た ち は 羊 た ち を 食 い 荒 ら す(1"漁 夫 の 利")」

``T
oe∂acHpoTeKnpa3以Hm(。KO2∂Q6eJIyK)py6axyuaAy'r."(刀[411)

「き れ い な シ ャ ツ を 着 せ て も ら う と き 、 み な し 児 に も お 祭 り」

上 の 例 の よ うに 従 属 節 が 後 置 さ れ る 場 合 は 、従 属 節 が 主 節 の 内 容 の 説 明

に な っ て い る こ と が 多 い 。

"r
opbxHenoxopoxbl,xo2daxcexaMyxcaxopoxHT."(C76)

「妻 が 夫 を 埋 葬 す る 時 の 葬 儀 は つ ら い 」

``1ヲセ
moz∂QnnACaTb(xexorAannxcaTb),xozdarpo6cTaHyTTecaTL."(刀 〔705)

「棺 桶 を 作 り は じ め て か ら踊 っ て み て も 始 ま ら な い 」

"X
BaJI只THa双eBKeme∬K,KOZ∂VaBcaMOHAeBxeecTbTonx."(A316)

「娘 さ ん の シ ル ク の ド レ ス を 讃 め る な ら 、 そ の 娘 に 分 別 が あ る 場 合 」
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第5節 接続詞 κaKをもつ従属複合文

接 続 詞xaxは 、PTOと 同 様 に 、現 代 ロ シ ア 標 準 文 語 に お い て も 口 承 文 芸 の

言 語 に お い て も 多 様 な 機 能 を も つ 。 接 続 詞xaxに よ っ て 従 属 節 は 主 節 と連

関 し,さ ま ざ ま な 意 味 を も っ 。

(1)〈 仮 定 〉

叙 想 の 助 詞6Hを 述 部 に も ち 、 仮 定 法(条 件 法)の 文 を 構i成 す る 。

``Kax6LIHa涯 ∬TJIaHecBo厳HOC
,KTO6eroBAepeBe(Ayn.r.【e)Ha皿len."(C

164}

「も し も 啄 木 鳥 に 階 が な か っ た な ら ば 、 樹(空 洞)の 中 に い る の を 見 つ け

る 者 は い な か っ た で あ ろ う」

"K
ax6bixe6biriocxery。He6LIJIo6LIHc皿e以y."(C164)

「雪 が な か っ た な ら ば 足 跡 も っ か な か っ た だ ろ う」

(2)〈 条 件 〉

〈KaK...Tax(H)〉 の 構 文 で く条 件 一 様 態(結 果)〉 「… す れ ば(で あ れ ば)、

そ の よ う に(そ れ な り に)」 の 意 味 を 表 す 。

``K
axcTapoMyxcexxTbcA,maxuHOHbxopoTxa."(π382)

「年 寄 が 妻 帯 す れ ば 、 そ れ だ け 夜 は 短 い 」

``K
artuexbrxnpH6eApezmaxnoMOryTrtpH6eAe."(π52)

「腰 に 金 を つ け て お け ば 、 苦 境 の 際 に 役 に 立 つ 」

"K
axAexbrHecTb,maxuBceecTb."(borAaxoB)

「金 が あ れ ば 、 何 で も あ る 」

``K
axHa>KHTo,maxunpo)KHTo."(刀 〔230)

「儲 け た よ う に 消 え て 行 く(:"悪 銭 身 に っ か ず")」

``K
artnpK皿 【JIO,maxunpoL【IJIo."(TaTH取eB)

「入 っ て 来 た よ う に 出 て 行 く(:"悪 銭 身 に っ か ず")」
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``K
axxJIe6avxpaH,max--OAenbx)vpaH;axaxxJIe6aHKKycI(a,maxHse3Ae

Tocxa."(C167}

もみ

「パ ン の 切 れ 端 が あ れ ば 、縦 の 樹 の 下 も 天 国 、パ ン の か け ら も な け れ ば 、

ど こ に い て も 憂 欝 」

"K
axxoMyBepxT.maxToMyHMepxT."(π232)

"K
axTe6e$epsrT,maxHMepAT."(C167)

「人 は 信 用 の 度 合 で 測 ら れ る 」

接 続 詞KaKに よ る"条 件"の 従 属 節 は 後 置 さ れ る こ と も あ る 。

c`C
TaxeiubHaJI}o双e首 皿anTHnnecTbeκ ακHeqeroecTL."(C382)

「な に も 食 べ る 物 が な け れ ば 、 人 の た め に 草 鮭 を 編 む こ と に な る 」

"H
e3aMecnHILrycTo,xaxBaM6apenycTo."(π77)

「穀 物 小 屋 が か ら っ ぽ な ら 、 練 り粉 を 固 く こ ね る こ と は で き な い 」

接 続 詞xaxに よ る 従 属 節 が 後 置 され て"時"を 表 す こ と も あ る 。

``B
ecenbeBor.lKy-xaxxecnbi】[nHT3aco6010roxxy."(瓦135)

「背 後 に 狩 り声 が 聞 こ え な い 時 は,狼 は 楽 し い 気 分 」

``TorπacoHxBaJIH
,xaxc6yAeTCx!"(刀 〔77)

「夢 を 讃 め る な ら夢 が 叶 っ た 時 」

こ の 最 後 の 諺 に は 接 続 詞KO∬Hを 用 い た ヴ ァ リ ア ン トが あ る 。

"X
Banxcox,κo朋c6y八eTcH."(C427)

「(同 意)」

第6節 接続 詞4TO6b1/4TO6を もつ従属 複 合文

(1)〈 目 白勺〉

主 節 の 動 作 が 行 わ れ る た め の 目 的 を 表 す 。

``1(
opM∬T6LIKa,望 〃zo6xo)Ka6Lu【ar皿aAxa."(π121)
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「雄 牛 が 肥 育 さ れ る の は 革 を な め ら か に す る た め 」

``q初06
bzy3HaTbqeJIoBeKaeHa乃ocHHMny皿co∬HcLecTL."(7T317)

「一 人 の 人 間 を 理 解 す る た め に は 彼 と 共 に1プ ー ドの 塩 を 食 べ な け れ ば な

ら な い 」

"H
aAOHaK」IOHHTbCSie蝋 η06bm3pyq団Ha皿TbCA."(Pb16HklKOBa37)

「小 川 か ら水 を 飲 む た め に は 身 を 屈 め な け れ ば な ら な い 」

"H
exBaJIHcLcH∫loK),umo6xe3annaTxTbcnHxox)."(C295)

「背 中 で 支 払 う 〔鞭 打 ち 刑 に な る 〕 こ と に な ら な い よ う に 力 自 慢 は す る

な 」

"He
TponHCbxcexHTbcA,umo6banoTOMxace6xxecepAHTbcx."(PLI6HHKoBa

90)

「後 で 自 分 に 腹 を 立 て る こ と に な ら な い よ う に 妻 帯 は 急 ぐ な 」

(2)〈 説 明 〉(定 語 的 従 属 節 と し て)

従 属 節 は 主 節 に あ る 代 名 詞 な い し副 詞 と 連 係 して 、そ の 内 容 を 具 体 的 に

展 開 す る 。

"H
ednRmo20roaosa,umO6TOJIbKOLuanKyHOCHTb."(Pbi6xHxosa72}

「頭 は 帽 子 を か ぶ る た め に だ け あ る の で は な い 」

``Hem〃aaxozo
AepeBa,umo6HaHeronTHuaHe6a乃HJIacL."(刀 〔50)

「鳥 が と ま ら な い よ うな 樹 は な い 」

``∠1力
刃moZoI(y3xeuKエIe皿 〔HKyeT,umo6pyKHeo6冴(eqL."(刀[51)

「鍛 冶 屋 が 火 ば さ み を 造 る の は 手 に や け ど を し な い た め 」

``∠τ雇刃monoHcoTBopexa皿 【yKa
,μ〃ao6bzxapacHHeApeMa」TIH."(C92)

ふな

「シ チ ュ ウ カ が い る の は 鮒 が 居 眠 り を し な い た め 」

``HamoHLuyxaBMope
,umo6blxapacbxe江peMaJI."(PLI6HHKoBa151)

「シ チ ュ ウ カ が 水 の 中 に い る の は 鮒 が 居 眠 り を し な い た め(:"油 断 大

敵")」
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"H
amoxopenBxe6e,umo6baBopo6eHxeApeMan."(Pbi6xxxoBa151)

「空 に 鷲 が い る の は 雀 が 居 眠 り を し な い た め 」

(3)〈 要 求 〉(補 語 的 従 属 節 と し て)

`つiKeHHxyxaAo6xoHCKaTb
,umo6xopo田yK)HeBecTyB3ATb."(Cl19)

「花 婿 は 良 い 花 嫁 を も ら う こ と を 求 め ね ば な ら ぬ 」

``li
pocHTBOpua,裾 〃206HeJIe田H.TI以06poroxoxua."(刀[298)

「良 い 死 に 方 が で き る よ う に 神 に 願 え 」

第7節 接続詞のない従属節 を受ける主節初頭の

接続詞TaK(の

(1)〈 条 件 一帰 結 〉関 係

接 続 詞 を 用 い ず に"条 件"を 表 す 従 属 節 を 受 け て 文 全 体 の 述 部 に 当 た る

主 節 の 継 ぎ 目 に 立 ち"帰 結"の 関 係 を 表 す 。

``B
py6JleVxoneHxHHeT,〃2α κHHenonoxpy6nb."(π95)

「1ル ー ブ リの 中 に1コ ペ イ カ が 欠 け れ ば1ル ー ブ ル に 満 た な い 」

"H
ecTaTLroBopHTLmaxHborxeycnbiuiHT."(π445)

「声 を 出 し て 言 わ な け れ ば 神 様 も 聞 い て は く だ さ ら な い 」

"C
LIrlbKOHK)Me正QKOM,7η ακHe6y双emLxo川TLnemKoM."(C393)

「馬 に 十 分 な 餌 を 与 え れ ば 、 徒 歩 で 行 か ず に す む 」

``H
eHoTpy月HTLc江maxHxne6aHeπ06HTLc∬."(刀 〔548)

「労 せ ず して パ ン を 得 る こ と は で き な い 」

``P
yxHHenpoTRxe皿[b,maxHcHoJII《HHeAocTaxe田b."(刀 〔552)

「手 を 伸 ば さ な け れ ば 棚 か ら物 を 取 る こ と は で き な い 」

``B
noJlecepnoM乃aBHJIo貢,〃2α κ月oMaHo>KoM以aBHJIo煎."(C56)

「畑 で¥/}1A」/I」 と 熊 手 を 振 れ ば 、 家 で ナ イ フ と フ ォ ー ク を 持 っ こ と が で き る(=
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"稼 ぐ に 追 い 付 く 貧 乏 無 し")」

`℃
exaxeT,maxHcoJloMacLe爪oBa."(TT83)

わ ら

「干 草 が な け れ ば 藁 で も 食 え る 」

"C
∫loBoBLmycTHmL,η20κHBH∫loMHeBTa皿H田b."(C373)

し

「い っ た ん 口 に 出 し た 言 葉 は 熊 手 で 引 き 寄 せ る こ と は で き な い("馴 も 舌

に 及 ば ず")」

"H
epa3rpLI3emLopexamaxHxApaxecue皿[L."(乃550)

くるみ にん ぼ た もち

「胡 桃 を 割 ら な け れ ば 仁 を 食 べ る こ と は で き な い(:"棚 か ら牡 丹 餅 は 落 ち

て 来 な い")」

(2)〈 原 因 一結 果 〉関 係

``B
bipoc.r[ec,〃3α κBLIpocJIoHTonopHiue."(π227)

「森 の 木 が 大 き く な れ ば 大 斧 も 現 れ る(:"恩 を 仇 で 返 す")」

``O
BeHHecTaJIo,〃aarcHHaKo3qecTLnaJla."(刀169)

「羊 が い な く て 山 羊 に 名 誉 が 廻 っ て き た(:"次 善 を 選 ぶ")」

"n
po3eBae皿b6paxcxy,zη ακHBo11四yxHe6Bah!"(C344)

「ビ ー ル に あ りつ け ず 水 を 飲 む 羽 目 に な る(="早 い 者 勝 ち")」

``Il
ocynHnr[aH田y6y,maxHcJIoBoerorpeeT."(C334)

「旦 那 様 が 毛 皮 外 套 を 下 さ る と約 束 し,そ の 言 葉 だ け で 暖 く な る(口 車 に

乗 る な)」

(3)〈 目白勺 〉

"H
e乃pa3HHco6aKymaxxeyxycxT."(Tfll2)

「犬 に 咬 ま れ な い よ う に 犬 を か ら か う な 」

``He
Bo3HHMa逝c∬BblCOKO,〃zarcHecnycTH皿[bCSIHH3KO."(C262)

おご

「低 い ところに落 ちない よ うに高 く登 るな(:"驕 れ る者久 しか らず")」
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